
しミ

あ

さ
加マコ

町
長

災
害
を
防
ぎ
、
住
民
の
生
命
財
産
を

守
り
、
住
民
生
活
の
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
は
、
行
政
令
}
進
め
る
上
で
の
大
き

な
使
命
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
愛
動
す
る
社
会
情
勢

に
対
応
し
、
常
に
検
討
を
加
え
な
が
ら

理
想
像
に
向
っ
て
実
現
化
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

本
町
の
場
合
人
口
の
高
密
度
に
加
え

近
年
は
挙
業
所
@
ホ
テ
ル
・
住
宅
等
の

中
高
層
化
が
進
み
、
建
物
も
可
燃
性
有

害
煙
並
び
に
有
害
ガ
ス
が
発
生
す
る
新

建
材
が
普
及
し
た
こ
と
に
よ
り
、
火
災

等
も
質
的
変
化
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま

す。
更
に
多
壌
の
燃
糾
を
消
費
す
る
事
業

藤

清

所
・
ホ
テ
ル
@
船
泊
並
び
に
車
輔
の
増

加
等
に
よ
り
、
危
険
物
の
取
扱
い
量
も

増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
万
一
に
備

え
箔
分
な
予
防
対
策
を
せ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。ま
た
急
病
人
や
事
故
等
に
よ
る
怪
我

人
が
発
生
し
た
湯
合
、
お
医
者
さ
ん
の

協
力
を
得
て
、
一
刻
も
早
く
医
療
機
関

に
搬
送
し
住
民
の
生
命
#
守
ら
ね
ば
な

ら
な
い
訳
で
す
。

即
ち
住
民
一
人
一
人
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
更
に
強
化
し

住
民
の
要
望
一
と
信
頼
に
応
え
て
ゆ
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
か
ね
て
計

間
闘
を
し
て
お
り
ま
し
た
常
備
消
防
を
町

議
会
の
理
解
と
協
力
に
加
え
、
消
防
団

の
全
箇
的
な
支
え
に
よ
り
本
年
度
発
足

を
み
た
わ
け
で
と
ざ
い
ま
す
。

現
在
新
規
に
採
用
し
た
二
十
四
名
の

消
防
土
は
四
月
よ
り
六
月
末
日
ま
で
県

立
消
防
学
校
に
入
校
し
、
出
惜
治
に
よ
る

厳
し
い
初
任
斜
教
育
訓
練
キ
ヌ
旦
け
て
お

り
ま
す
。

ま
た
十
名
の
幹
部
は
業
務
開
始
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
と

り
あ
え
ず
、
救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て

は
七
月
十
一
日
業
務
開
始
を
目
途
に
作

業
と
装
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

消
防
本
部
、
消
防
署
の
設
置
は
、
は

じ
め
て
の
事
業
で
あ
り
ま
す
の
で
軌
道

に
乗
る
ま
で
は
若
干
の
時
闘
を
要
す
る

と
思
い
ま
す
が
、
消
防
団
と
共
に
手
を

た
ず
さ
え
な
が
ら
消
防
の
使
命
達
成
に

選
進
い
た
し
ま
す
。

ど
う
か
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

初
の
医
四
回
整
理
事
業
と
し
て
注
目
を

浴
び
て
い
た
、
組
合
施
行
に
よ
る
宅
地

造
成
事
業
が
こ
の
ほ
ど
東
光
台
の
地
で

完
成
し
、
去
る
5
月
白
日
に
区
域
内
の

児
童
公
園
で
竣
工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
無
秩
序
な
開
発
を
さ
け
、

道
路
・
排
水
施
設
@
公
園
等
公
共
施
設

を
充
分
に
整
え
た
宅
地
の
造
成
が
か
新

ら
し
い
町
づ
く
り
々
の
基
盤
に
な
る
も

の
と
、
大
洗
町
東
光
台
土
地
区
画
整
理

組
合
(
内
山
光
正
理
事
長
@
組
合
員
一

七
五
名
)
が
去
る
昭
和
幼
年
5
月
に
国

の
認
可
役
得
、

2
億
5
千
万
円
の
工
事

費
で
総
面
積
七
@
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農

耕
地
を
宅
地
化
し
た
も
の
で
す
。

標
高
幻

m
、
港
湾
と
広
が
る
海
原
を

一
望
に
収
め
、
松
の
緑
と
あ
わ
せ
て
当

町
第
一
一
般
の
住
宅
地
に
変
貌
し
た
造
成

地
に
は
、
す
で
に
数
多
く
の
い
ろ
い
ろ

な
形
や
色
彩
に
富
ん
だ
住
宅
が
建
ち
並

び
は
じ
め
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
、
現
在
進
行
中
の
桜
道
土

地
区
画
整
理
事
業
や
和
銅
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
住
環

境
の
優
れ
た
優
良
住
宅
地
が
続
々
と
造

成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

東
光
台
土
地
区
画
整
理
事
業
施
工
概
況

門
名
称
〕
東
光
台
土
地
区
岡
整
理
事
業

門
施
行
者
〕
東
光
台
土
地
区
画
整
理

組
合門
施
行
後
の
地
積
〕
①
区
画
街
路
幅
員

八
メ
ー
ト
ル
延
長
八
六
二
メ
ー
ト
ル
マ

六
メ
ー
ト
ル
延
長
一
一
四
九
メ
ー
ト
ル

マ
四
メ
ー
ト
ル
延
長
一
一
四
九
メ
ー
ト

ル
マ
四
・
五
メ
ー
ト
ル
延
長
一
二
二
一
メ

ー
ト
ル
マ
三
e

六
メ
ー
ト
ル
延
長
一
七

七
メ
ー
ト
ル
マ
二
・
五
メ
ー
ト
ル
延
長

一
O
一
メ
ー
ト
ル
1
総
延
長
二
六
七
七

メ
ー
ト
ル
マ
総
面
積
二
ハ
、
四
五
八
・

一
九
平
方
メ
ー
ト
ル
②
公
園
(
児
童
一
公

園
)
二
、
五
八
七
@
七
二
平
方
メ
ー
ト

ル
③
処
理
場
一
ヵ
所

門
工
事
費
総
額
〕
二
億
五
千
万
円

門
組
合
員
数
〕
一
七
五
人

門
総
面
積
〕
七
六
、
一
三
ニ
二
@
一
二
平

方
メ
ー
ト
ル
マ
保
留
地
を
含
め
た
宅
地

五
七
、
一
二
六
五
・
二
九
平
方
メ
ー
ト
ル

マ
保
留
地
を
除
い
た
宅
地
五

O
、
二
七

九
@
五
五
平
方
メ
ー
ト
ル
マ
保
留
地
七
、

O
八
五
@
七
四
平
方
メ
ー
ト
ル

門
減
歩
率
〕
二
四
@
二
%



(2) 第82号し瓦

皆
さ
ん
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た

と
き
、
そ
の
費
用
の
3
割
を
皆
さ
ん
が

医
療
機
関
の
窓
口
へ
支
払
い
、
の
こ
り

の
7
劉
は
大
洗
町
冨
民
健
康
保
険
が
支

払
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

γ塑
茅
払
一
額
は
、

留
の
補
助
金
と
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
保
険
税
で
主
に
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
制
度

は
、
皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と

き
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
日
む
ろ
か
ら
保
険
税
を
出

し
合
い
、
お
互
に
勧
け
あ
う
相
互
扶
助

の
精
神
か
ら
生
れ
た
制
度
で
す
。
こ
の

制
度
を
健
全
に
運
営
す
る
の
が
国
保
事

業
で
す
。

cz凧
知
の
よ
う
に
溜
え
つ
づ

け
る
医
療
費
の
た
め
、
国
保
事
業
は
年

々
苦
し
く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
大
洗

町
は
茨
城
県
下
で
も
、
常
に
医
療
費
は

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
位
霞
を
占
め
、
臼
年

度
の
総
医
療
費
は
八
億
二
千
四
百
万
円

らあおお

と
し

I ，-==ゐfぺ
教
育
委
員
会
事
務
局
な
ど
の
仕
事
を
担

当
し
て
き
ま
し
た
。
浅
学
非
才
で
は
と

ざ
い
ま
す
が
、
今
後
は
今
迄
の
経
験
を

生
か
し
、
誠
心
誠
意
全
力
を
傾
注
し
て

職
務
の
遂
行
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

海
も
田
畑
も
街
内
も
急
に
活
気
付
い
た
地
方
自
治
体
の
財
政
事
情
は
全
国
的

よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
ま
す
。
私
事
去
る
四
に
窮
迫
し
警
鐘
が
な
ら
さ
れ
て
お
る
持

月
一
日
付
を
も
っ
て
大
洗
町
収
入
役
を
期
で
ご
ざ
い
ま
す
。

拝

命

い

た

し

ま

し

た

。

皆

様

方

の

御

指

導

と

御

協

力

を

い

た

終
戦
後
か
ら
今
迄
永
い
問
私
は
、
町
だ
き
な
が
ら
大
洗
町
の
進
展
と
、
町
財

畿
の
一
般
臓
員
と
し
て
皆
保
方
の
と
指
導
政
の
確
立
に
努
力
い
た
し
た
く
存
じ
ま

ぶ
総
と
と
協
力
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
す
の
で
、
今
後
共
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
と

あ
ま
り
に
微
力
な
の
で
省
み
て
じ
く
じ
誘
扱
を
賜
わ
り
た
く
お
願
い
い
た
し
ま

た
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
閥
、
す
。

税
務
課
、
保
険
課
、
住
民
課
、
総
務
課
、

_L. 

任
の
ご
あ
い
さ
つ

収

入

役大
久
保

さ
わ
や
か
な
若
葉
の
季
節
と
な
り
、

昭和52年6月10日

景

口
A
r
F
 

ら
、
一
般
会
計
よ
り
一
一
一
千
万
円
の
補
助

を
賞
い
、
保
険
税
の
引
上
げ
を
平
均
幻

%
程
度
に
お
さ
え
る
予
定
で
す
。
課
税

限
度
額
は
地
方
税
法
改
正
に
よ
刀
、
十

五
万
円
よ
り
十
七
万
円
に
な
る
見
込
で

す
。
参
考
ま
で
に
、
必
年
度
よ
め
J

臼
年

度
ま
で
の
医
療
費
と
保
険
税
等
の
推
移

に
つ
い
て
、
別
表
に
あ
ら
わ
し
て
み
ま

し
た
。
何
か
と
諸
物
価
値
上
り
の
折

柄
、
た
い
へ
J

ん
心
苦
し
い
次
第
で
す
が

さ
し
せ
ま
っ
た
国
保
財
政
を
深
く
む
理

解
い
た
だ
き
、
保
険
税
の
納
税
に
、
尚

一一層の
C
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

金額
年度

会 長に伊沢弘氏

副会長に海老沢@大貫両氏決まるグ

v=司

関

税

関

{系
と-コ

綴
鱗j
E務
総 f
:;o::::: 

議議

議
綴
~:~:!~ 
競
争制

議
窃::.-:::

m警
襲撃
… 
襲警
… 
護議

議
題滋

機
器内t
鱗

議

議
綴

固
定
資
算
税
の
場
合
の
月
数

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

納
税
組
合
未
加
入
の
方
は
、
既
設
の
納

税
組
合
の
方
と
話
し
合
っ
て
そ
の
組
合

員
と
な
り
、

ζ
の
制
度
の
思
惑
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
納
税
組
合
を
新
設
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
そ
の
加
入
者
が
十
戸
以

上
で
あ
る
こ
と
、
設
立
、
改
廃
の
と
き

紬
附
税
奨
励
金
と

前
鞠
奨
賜
金
に
つ
い
て
グ

住
み
よ
い
社
会
、
町
づ
く
り
、
国
づ
く
り
が
す
る
た
め
の
資
金
と
な

る
の
は
税
金
で
す
。
日
頃
か
ら
、
納
税
の
こ
と
に
は
町
民
の
皆
さ
ま
の

深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
深
〈
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

『
納
税
奨
励
金
』

昭
和
五
十
二
年
度
大
洗
町
青
少
年
栢

談
員
連
絡
協
議
会
総
会
は
、
去
る
四
月

二
十
八
日
町
役
場
で
開
催
さ
れ
辛
や
レ
4
f
-

総
会
に
先
だ
ち
昭
和
五
十
二
年
度
の

青
少
年
相
談
員
委
嘱
辞
令
交
付
が
あ
り

昨
年
度
に
引
続
き
十
八
名
全
員
の
方
々

が
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
者
で
あ
る
加
藤
町
長
と
富
田
義

大
洗
警
察
官
幹
部
派
出
所
長
よ
り
、
地

域
の
特
殊
性
に
よ
り
青
少
年
補
導
活
動

の
重
要
性
や
今
後
の
活
動
に
対
す
る
期

待
な
ど
激
励
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た。
役
員
選
出
で
は
、
高
柳
筒
前
会
長

の
後
任
に
、
伊
沢
弘
氏
(
磯
浜
町
)
、

副
会
長
に
海
老
沢
好
一
氏
(
大
貫
町
)
、

大
貫
寛
彦
氏
(
神
山
町
)
が
選
出
さ

れ
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

伊
沢
新
会
長
は
、
寸
昭
和
五
十
二
年

度
も
青
少
年
椙
談
員
全
員
が
一
体
と
な

り
、
激
増
し
つ
つ
あ
る
諸
般
の
青
少
年

問
題
に
対
し
、
微
力
な
が
ら
も
全
力
を

傾
注
し
て
い
き
た
い
U
と
、
そ
の
抱
負

を
述
べ
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
み
な
さ

ま
万
の
む
指
導
と
と
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

納
税
奨
励
金
は
ど
ん
な
と
き
ど
の

よ
う
に
計
算
し
て
交
付
さ
れ
る
か
に

つ
い
て
述
べ
ま
す
。
こ
の
奨
励
金
は
、

納
期
限
ま
で
に
完
納
し
た
町
税
納
税

金
総
額
に
対
し
百
分
の
ニ
・
五
に
相

当
9
る
金
額
と
町
税
納
付
書
数
に
応
義
務
者
の
う
ち
、
約
八
O
パ

ー

セ

ン

ト

税

自

に

よ

っ

て

納

期

が

そ

れ

ぞ

れ

決

じ

一

通

に

つ

き

十

円

を

納

税

奨

励

金

の

方

が

そ

れ

ぞ

れ

の

納

税

組

合

に

加

入

め

ら

れ

て

い

ま

す

の

で

、

固

定

資

産

税

と
し
て
取
扱
っ
た
納
税
組
合
に
対
し
し
納
税
す
る
方
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。
の
場
合
に
例
を
と
っ
て
、
月
数
計
算
を
一
最
近
、
各
地
で
税
務
署
員
で
あ
る
か
ま
た
、
税
の
申
告
内
容
な
ど
に
つ

交

付

す

る

も

の

で

す

。

こ

の

方

法

を

御

利

用

な

さ

る

と

次

の

よ

示

し

ま

す

と

次

の

よ

う

に

な

り

ま

す

。

一

の

よ

う

に

恩

わ

せ

、

又

は

税

務

署

が

推

い

て

、

に

せ

税

務

署

員

に

よ

る

電

話

納
税
組
合
で
は
、
こ
の
奨
励
金
を
う
に
有
利
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
前
約
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
た
一
奨
し
て
い
る
よ
う
な
話
し
ぶ
り
で
税
務
で
の
照
会
も
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

組
合
員
の
納
税
窓
識
の
煽
養
と
納
税
@
自
分
で
役
場
ま
で
税
金
を
納
め
に
町
民
税
、
田
中
止
資
産
税
、
都
市
計
題
納
税
者
は
、
納
税
奨
励
金
(
納
税
組
合
一
関
係
の
出
版
物
を
販
売
し
て
い
る
事
例
不
審
な
者
が
来
た
り
、
電
話
が
あ
っ

成
績
向
上
を
は
か
る
た
め
に
、
又
、
行
く
手
数
が
は
ぷ
け
ま
す
。
税
、
な
ど
の
納
税
者
が
、
当
該
納
期
の
に
交
付
す
る
奨
励
金
)
の
計
算
を
す
る
一
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
た
と
き
は
税
務
箸
の
総
務
課
へ
御
連

納
税
組
合
の
円
滑
な
運
営
に
活
用
し

m崩
期
を
お
忘
れ
に
な
る
こ
と
が
あ
後
の
納
期
に
係
る
納
付
額
に
相
当
す
る
対
象
者
か
ら
除
か
れ
ま
す
。
一
税
務
箸
で
は
、
戸
別
訪
問
に
よ
っ
て
絡
く
だ
さ
い
。

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
り
ま
せ
ん
。
金
額
の
税
金
を
納
付
し
た
場
合
に
は
納
な
お
、
詳
し
い
乙
と
は
役
場
税
務
課
一
出
版
物
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
水
戸
税
務
署

大
洗
町
で
は
、
本
町
居
住
の
納
税
③
納
税
組
合
に
対
し
て
前
記
の
奨
励
期
前
に
納
付
し
た
税
額
の
百
分
の
一
に
、
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
一
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

O
二
九
二
?
一
一
一
一
四
一
一
一
一

議

縦

一

…

…

…

綴

線

総

鱗

州

議

議

一

脱

却

尚

一

綴

綴

議

機

内

綴

織

撚

議

議

機

瀦

務

総

議

翼

線

幾

何

議

議

議

緩

議

議

議

議

滋

議

議

畿

議

議

議

警

察

綴

緩

…

綴

嬢

綴

一

線

町

議

機

議

wp

企戸
1
3
も
引
続
き
勤
務
し
よ
う
と
す
る
方
で
す
。

ザ

一

一

一

一

口

蕗

¥

回

一

一

、

後

遇

制

度

の

特

点

に

つ

い

て

パ

ヨ

メ

土

佐

防

長

拭

一

訂

轟

付

労

信

協

の

保

証

を

受

け

た

住

宅

資

p

h

j

一
¥
場
金
貸
付
に
つ
い
て
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
利

H
E
E弓
コ
E
L
叉
一
¥
』
一
戸
一
一
子
相
当
額
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

一

回

師

、

品

展

孟

一

リ

目

的

預

金

を

し

た

と

き

は

、

金

利

二M
L

一
一
ご
す
草
津

d
昨
去
の
引
下
げ
の
特
点
が
あ
り
ま
す
。
目
的

」
司
五
京
i
け

veg

刊
は
「
預
金
と
は
一

O
万
円
以
上
の
定
期
預
金
、

。

ま

た

は

二

O
万
円
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
預

χ同
金
そ
い
い
ま
す
。

労
働
組
合
の
な
い
工
場
や
商
屈
で
働
預
入
後
(
積
立
開
始
後
)
六
ヶ
月
以

ら
い
て
い
る
み
な
さ
ん
拭
住
宅
建
設
や
上
経
過
し
た
場
合
は
、
そ
の
目
的
預
金

暮
ら
し
の
た
め
に
容
易
に
融
資
が
受
け
残
高
の
一

O
倍
ま
で
の
借
入
に
つ
い
て
、

ら
れ
る
こ
と
を
自
的
と
し
て
、
茨
城
県
、
通
常
の
貸
付
利
率
よ
り
低
い
利
率
で
貸

市
町
村
、
労
働
団
依
、
労
働
金
障
が
協
付
を
受
け
る
ζ
と
が
で
き
ま
す
。

力
し
あ
っ
て
、
茨
城
県
労
働
者
信
用
基
く
わ
し
く
は
、
茨
城
県
労
働
者
信
用

金
協
会
(
路
称
、
労
信
協
)
が
設
立
さ
纂
金
協
会
一
電
話

O
二
九
二
二
一

!ι

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
協
会
の
信
用
保
証
四
一
八
一
(
内
線
二
五
O
番
)
」
ま
た
は
、

を
得
ま
す
と
、
労
働
金
庫
(
水
一
戸
市
大
町
商
工
観
光
課
「
電
話
七
i
五
一
一
一

町
二
の
三
の
三
O
)
よ
り
融
資
が
受
け
(
内
線
四
六
番
)

L

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

ら
れ
ま
す
。
融
資
方
法
は
次
の
よ
う
に
だ
さ
い
。

な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
、
申
し
込
み
の
で
き
る
方

て
場
で
は
常
時
雇
用
従
業
員
が
、
五

O
O
人
以
下
、
そ
の
他
の
事
業
所
で
は

常
時
雇
用
従
業
員
が
、
五
O
人
以
下
の

殿
場
に
一
年
以
上
勤
務
し
、
こ
れ
か
ら

『
前
納
奨
励
金
』

納
期
前
に
係
る
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額

の
奨
励
金
を
そ
の
納
税
者
に
交
付
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
算
式

で
表
わ
す
と
、

四四 七四
三月 納付

月 期 月期
納期 末分 末分

五二 たし

でまに日山 車イをしす内 lでま日ニー イ約をし寸 ま日 とき

で
二二 Tこ 三た

1 期 期 と 期と

期四分を
き き

うf一%
1¥日

p2f-期){， 3ヵ月 / / 

1万3一期% 8ヵ月 5ヵ月 / 

予4f~期予告 10ヵ月 7ヵ月 2ヵ月

合計 21ヵ月 12ヵ月 2ヵ月

納付した臼から数えて 1ヵ月末端Jの端数がある場
合は，14日以下は切り捨て， 15日以上は 1ヵ月としま
す。

納付額X_~~X納期前納付の月数100 

=奨励金(10円未満切捨)

(上記の計算方法で算出された額

が3万円を超える場合は3万円が

奨励金となります。〉

【
間
関
税
関
館
】

か
に
せ
税
務
署
員
に
ご
詮
意
4

資金の内容 融資の限度 貸付利率 返済方法 そ σ〉 他

3万円以上40万円ま 年利率 月賦返済 4111回払は貸付金額の

で。 10-8% 11図払-23回払 全量

1生活資金 ( 1万円きざみ) .23図払は貸付金額の

(無担保) 去5

子弟 1人につき 年利率 在学期間中は，元金据 貸付は退職金の範間内

2.育英資金
10万円以上40万円ま 7-68% 置，利恵、のみ6月・ 12 とし，退職金が不足す

で。 月に払込む。 る場合は，不動産担保
(無担保)

(10万円きざみ，最 卒業後5年以内の月賦 を要する。

高80万円まで。 返済。

50万円以上1000万円 年利率 10年・ 18年の 語〈貸月付の金返舗清1田万円町場合〉

まで。 10年返済の時 月賦返済，ま
方法 返I~ 賦済 ボ返ーナス併済用

(10万円きざみ) 9.12% たは，ボーナ

3.住宅資金

(iL 担保21)
18年返済の時

ス併用返済。 期間 毎月 毎月
ポナ

9.72% ス11寺
(有担保)

価額の80 10年 円 円 同
12.8∞ 7，9印司 30.000 

18年 円
4.9∞ 円 円

9.9∞ 40，0∞ 



昭和52年6月10日

いこ源子の失ともるf

しお

大洗工学ミと』埜争
センタ一 時二事

らあお

住まいの湿気対策

お

入梅時

六
月
十
一
日
は
、
つ
ゆ
入
り
で
す
。

本
格
的
に
雨
が
降
り
続
く
の
は
ま
だ
少
(
水
一

4
に
キ
ャ
ッ
プ
一
杯

し
先
の
こ
と
で
す
が
、
今
か
ら
家
の
点
弱
)
で
丹
念
に
拭
い
て
、
消
毒

検
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
住
み
や
す
く
、
殺
葱
し
ま
し
ょ
う
。
水
拭
き
で
き

長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に
は
、
早
白
/
¥
な
い
し
つ
く
い
壊
な
ど
は
、
ク
レ
ン

の
修
理
や
手
入
れ
が
何
よ
り
大
事
で
す
。
ザ
ー
を
ナ
イ
ロ
ン
タ
ワ
シ
に
つ
け
て
、

湿
気
は
木
材
の
腐
朽
や
、
虫
害
を
促
静
か
に
(
カ
ビ
胞
子
が
飛
ば
な
い
よ

進
さ
せ
る
住
ま
い
の
大
敵
で
す
。
家
屋
、
つ
に
)
こ
す
り
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

内
外
の
換
気
、
通
風
を
お
こ
な
い
家
の
シ
ミ
が
目
立
つ
よ
う
で
し
た
ら
、
水

中
か
ら
湿
気
を
這
い
だ
す
工
夫
を
し
ま
拭
き
が
で
き
る
浴
室
用
塗
糾
を
塗
っ

し

よ

う

。

て

隠

す

と

、

後

の

手

入

も

簡

単

で

す

。

台

所

押

し

入

れ

流
し
の
下
の
一
戸
棚
は
、
短
気
の
た
ま
押
し
入
れ
は
空
気
の
流
通
が
悪
く
、

り
や
す
い
場
所
の
一
つ
で
す
。
食
器
や
湿
気
が
こ
も
り
や
す
い
所
で
す
。
そ

調
理
器
具
な
ど
は
湿
気
を
残
さ
な
い
よ
の
た
め
冬
は
結
露
、
梅
雨
期
に
は
カ

う
に
、
よ
く
拭
き
と
り
ま
し
ょ
う
。
ビ
の
発
生
に
悩
ま
さ
せ
る
こ
と
が
多

ま
た
換
気
扇
も
調
理
時
だ
け
で
な
く
、
い
よ
う
で
す
の
で
、
カ
ラ
ッ
と
借
れ

湿
気
追
放
に
も
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
た
日
に
は
十
分
に
風
を
通
し
ま
し
ょ

浴

室

ぅ

。

市

販

の

防

湿

シ

!

ト

ゃ

、

押

し

浴
室
は
関
口
部
が
少
な
く
、
水
蒸
気
入
れ
用
ス
ノ
コ
な
ど
を
利
用
し
て
、

が
こ
も
り
が
ち
で
す
。
そ
の
た
め
、
壁
防
湿
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

に
カ
ピ
や
シ
ミ
も
発
生
し
や
す
い
の
で
ス
ノ
コ
の
下
に
ホ
コ
リ
を
た
め
る

使
用
後
は
大
き
く
窓
を
開
け
、
風
を
入
と
、
タ
ニ
の
巣
に
な
る
の
で
と

れ
ま
し
ょ
う
。
換
気
扇
(
浴
室
専
用
)
注
意
を
/
・

に
よ
る
、
強
制
排
気
も
効
果
的
で
す
。

カ
ビ
は
漂
白
剤
か
逆
性
石
け
ん
液

純
国
震
の
技
術
を
誇
る
、
高
速
増
殖

炉
実
験
炉
か
常
陽
u

が
去
る
4
月
出
臼

午
前
日
時

7
分
、
大
洗
の
地
、
動
燃
@

大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー
で
臨
界
に
達
し
、

留
の
内
外
の
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

達
が
集
ま
っ
て
、
明
正
会

(
関
根
平
じ
門
会
長
・
会
員

M
名
)
を
結
成
し
た
の
が

昭
和
お
年
、
以
来
日
年
の

長
い
同
会
員
が
A

体
と
な

っ
て
、
無
報
酬
で
地
域
青

少
年
の
非
行
化
防
止
活
動

を
は
じ
め
と
す
る
、
地
域

内
の
防
犯
活
動
、
夏
季
及

び
歳
未
の
パ
ト
ロ
ー
ル
等

日
夜
活
躍
し
成
果
を
あ
げ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
こ
の
地
道

な
活
動
と
功
績
が
認
め
ら

れ
、
防
犯
活
動
表
彰
で
は

最
高
の
栄
誉
で
あ
る
、
全

国
防
犯
逮
合
会
長
及
び
欝
察
庁
長
官
連

名
の
表
彰
対
象
に
選
ば
れ
、
去
る

5
月

日
日
e

東
京
半
蔵
門
会
館
で
行
な
わ
れ

た
表
彰
式
で
受
賞
し
ま
し
た
。
み
な
さ

ま
と
共
に
お
喜
び
い
た
し
ま
す
。

A

山
富
関
根
会
長
は
受
賞
の
喜
び
を
う
ち
に

秘
め
、
抱
負
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

正

ま

し

た

。

討

正

会

も

会

員

2
2

3

3

(
最
高
的
才
@
平
均
印
才
)
に
よ
り
、
実

悶
弓
施
事
業
も
年
々
縮
少
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
態
に
な
り
つ
〉
あ
り
ま
す
が
、
せ
っ

か
く
燃
や
し
た
善
意
の
灯
で
あ
る
の
で
、

た
と
え
細
々
と
し
た
灯
に
な
っ
て
も
こ

れ
を
消
さ
な
い
様
に
し
て
い
き
た

い
。
こ
れ
か
ら
も
、
フ
ァ
イ
ト
を
も

っ
て
消
え
る
ま
で
頑
張
っ
て
い
き

、
け
し
む
兇
剥
ぺ
く
り
に
役
た
い
口
明
正
会
の
み
な
さ
ん
の
こ

v

と
、
明
治
@
大
作
れ
の
人
れ
ヂ
り
の
御
活
躍
も
期
待
し
ま
す
o

aHunu--
戸
r・祝日
J
h
H
U
-
-
叫
設

ぺ
工
)
期
待
ゐ

~v

治
虫

A
J

宮
同
〉
d

F

4

H

具

ョ

」

こ
の
常
陽
は
、
燃
料
を
燃
や
し
な
が

ら
新
し
い
燃
料
を
増
や
し
て
い
く
η

理

想
の
原
子
炉
。
と
呼
ば
れ
る
高
速
増
田
唱

炉
を
開
発
す
る
た
め
の
第
A

段
階
の
実

験
炉
(
熱
出
力

5
万
九
ワ
ッ
ト
)
で
、

昭
和
初
年
か
ら
総
工
費
約
3
百
億
円
を

か
け
建
設
さ
れ
、
去
る

3
月
四
日
か
ら

臨
界
試
験
に
入
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

今
回
の
成
功
は
フ
ラ
ン
ス
、
ソ
連
、
ア

メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
に
次
い
で
世
界
で

5
ヶ
国
自
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
実
用

化
に
は
ま
だ
ま
だ
長
い
送
の
り
と
、
多

く
の
難
聞
が
横
た
わ
っ
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
動
燃
事
業
団
で
は
こ
の
あ
と
福

井
県
敦
賀
市
に
、
原
則
引
炉
「
も
ん
じ
ゅ
L

の
建
設
計
阿
を
す
〉
め
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
そ
の
後
初
年
は
か
、
ふ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
、
実
用
炉
ま
で
の
計
画
は
ま
だ

決
め
ら
れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
が
、
こ

れ
が
完
成
の
焼
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

を
全
面
的
に
外
国
に
頼
る
孜
が
国
に
と

っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
白
立
化
に
つ
な

が
る
も
の
と
し
て
、
は
か
り
し
れ
な
い

大
き
な
利
益
が
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ

多
;
の
町
営
冷
凍
冷
蔵
庫

会施設規模
@鉄筋コンクリート l部鉄骨造手家建

@収容能力 1，000 t 

@総面積 612.65 m2 

@総事業費 78，029千円

@工期昭和51年 11月22日一昭和52年 3月31日

善
行
盤
受
賞

お
め
で
と
う

盟
関
少
年
の
よ
い
行
い
を

た
た
え
る
運
動

の本年相年同の主英人で善三東 九1まいごい を青づゃいよ会
発送の談相町善受 Z乙玉連困関行年光先 、λ 決 た少く親こたい長大

見動非員談内行賞塑与れり根賞)合般 誠二 た年り切のし行)洗

にの行さ員にを第旬]話に果さをさの、 … a 蜘 玲習がJ えをの心運ていで密I
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(鉾田一高3年)

春季教育長杯町民野球大会組合せ表
数字は得点です。)

優勝

第 2国

さ

関I士
民か
な

朝
@
G
G
G

大
会
賑
わ
う

春
季
町
民
野
球
大
会
(
教
育
長
く
ろ
う
さ
ん
で
し
た
。

杯
争
奪
戦
)
も
第
二
回
目
を
迎
え
、
入
賞
及
び
個
人
賞
は
次
の
と
お

風
薫
る
五
月
の
毎
週
日
旺
日
、
早
り
で
す
。

朝
か
ら
お
チ

1
ム

の

み

な

さ

ん

が

優

勝

大

洗

ア

ロ

i
ズ

町
内
3
ヶ

所

の

グ

ラ

ン

ド

で

熱

戦

準

優

勝

新

屋

自

工

を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。
乙
れ
は
三
位
イ

i

グ

ル

ス

町
民
の
み
な
さ
ん
が
ス
ポ
i
yを
同

仲

よ

し

ク

ラ

ブ

日
通
じ
て
親
睦
を
は
か
り
、
し
い
て
例
入
賞

は
地
域
に
住
む
人
達
の
連
稽
を
深
最
高
殊
勲
選
手
賞

め

る

た

め

に

行

な

わ

れ

た

も

の

で

打

撃

賞

す
。
選
手
の
み
な
さ
ん
も
チ

1
ム

大

川

渉

選

手

の
名
誉
に
か
け
て
、
日
頃
の
練
習
(
大
洗
ア
ロ
ー
ズ
)

成
果
を
充
分
に
発
揮
し
、
各
グ
ラ
敢
闘
賞

ン

ド

で

は

盛

り

上

が

る

熱

気

の

中

関

根

俊

勝

選

手

で

好

試

合

が

展

開

さ

れ

ま

し

た

。

(

新

屋

自

工

)

試
合
の
結
果
は
次
表
の
と
お
り
で

す
。
各
チ

I
ム
の
み
な
さ
ん
、
。

ρ
口つωお

新

M
A

若

お

県

辺
レ
ッ
ド
プ
ォ
ッ
ク
ス

幻

仲

よ

し

ク

ラ

ブ

<< 

ズ

ア
友

信浪会

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

山
び
こ
ク
一
ブ
プ

フ

ァ

イ

タ

l
ズ

…
…
②
桝

ガ

ル
東
北
大
ジ
ョ
ー
カ
ー
ズ

ア

ル

夕、

イ

ブ

ス

x 

ツ

ツ

ニ
ュ
ー
ス
タ

l
ズ

5

カ

ブ

ト

ク

ラ

ブ

7 

ト
ヘ
洗
ア
ロ
ー
ス

田

山

翻洗工

自

3 

第若原

研

大

2 

ラ士

団

1 



(4) 第 82号し瓦お

ーの事業と胃の集団検診セン

大
洗
軒
保
櫨
セ

ン
タ

i
の
事
業

昨
年
五
月
に
町
民
待
望
の
保
健
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
町
民
は

も
と
よ
り
医
療
機
関
は
じ
め
関
係
者
の

と
協
力
に
よ
り
各
種
の
事
業
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
着
々
と
成
果
を
お
さ
め
て

ま
い

D
ま
し
た
。
本
年
度
も
町
山
氏
の
健

康
管
理
の
か
な
め
と
し
て
関
係
者
の
皆

さ
ん
の
と
理
解
の
も
と
に
次
の
よ
う
な

事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

ぜ
ひ
と
気
軽
に
と
利
用
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

お

曹
の
集
団
検
診

町
で
は
、
町
民
に
対
す
る
疾
病
予
防

日
一
対
策
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
茨
城
県
対

m一
ガ
ン
協
会
の
協
力
に
よ
り
簡
の
集
団
検

問
一
診
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
も
次

年
一
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
胃
の
総

限
一
合
的
な
検
査
で
、
胃
ガ
ン
の
前
ぶ
れ
を

昭
一
は
じ
め
腎
か
い
よ
う
、
曽
炎
な
ど
十
一
一
一

ぐ
ら
い
の
う
た
が
い
が
で
ま
ず
か
ら
、

曜畢車音寺亥手食言会:

0-;欠キ貴診:

昭和52年 9月 5日~昭和52年 9月16日

0追加検診

l 昭和52年12月19日~昭和52年12月23日
昭和53年 2月 1日~昭和53年 2月 3日

※日曜・祝・祭臼は除く

i前15才以上の方(学校に在学中の者及び

職場で定期的に毎年実施している者，結

核患者，妊娠中の者は除く。)

曜轟予肪接種

4月一3月，接種年令該当者

健
康
で
ま
だ
一
度
も
う
け
て
い
な
い
人

や
去
年
の
検
資
で
異
常
の
な
い
人
で
も

安
心
せ
ず
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
希
望
さ
れ

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

た
だ
し
、
妊
娠
し
て
い
る
人
は
放
射

線
鶴
祭
防
止
の
た
め
に
受
診
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

ム
対
象
者

大
洗
町
に
住
所
を
有
し
自

分
で
は
健
康
と
思
っ
て
い

る
三
十
l
六
十
四
才
の
者

ム
検
診
人
員
二
八

O
名

ム
検
診
の
日
ど
り

長七 青七 保七 i，~号、

T品亘 年里 健月 協
A息 一 研一 セニ 魚jι 修十一

ン十
夕日 市日

前日 所日 場(

t目j釜~ 壬出不) 午前主前ム午生
ノ、 ノ、 ，、

七 七 七 七
日寺 時 野寺 時

午
前
九
時

※
終
了
時
間

ム
料
金
八

O
O円

ム
申
込
期
限
七
月
十
一
日
(
月
)

ム
申
込
先
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

T
E
L六
一

O
一
O

六
ー

O
九
五
三

※
電
話
で
も
『
た
し
ま
す
。

+刀臨
間
一
一

家

年

創

蜘
鞭

「
l
l
l
L

回m.固区間歯周回廻@白面掴
回匂 E旬ー一

喝匂匂噛』

惨母子相談

毎週月曜日

妊産婦及び

乳幼児

'.傘弘

2月，

地区単位婦人部

老人会等

⑬そのイ也の

衛生教育

随時

農協婦人部

漁協婦人部

@食生活改善教室

随時

成人病患者及び一般

住民(特に婦人層)

@成人病及び一般健康相談

毎月第2水曜日，成人病患者及び

一般住民

曜畢循濃器検診 年 l回 (9月)

30才一64才の一般住民

⑧間の手食言参 年 l回 (7月)

30才一64才の一般住民

@婦人科がん検診年l回 (9月)

35才以上の主婦及び婦人層

8母子保健教室

年3回
(6月， 10月， 1月)

妊産婦

網
棚
州
艇
g
内

L
品
料
ソ

中
毒
を
隣
ご
う

毎
年
、
六
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
多
し
い
食
中
毒
で
す
。
し
新
ら
し
い
も
の
を
買
う
。

発
す
る
の
が
食
中
毒
で
す
。
こ
の
食
中

o
予

防

の

ポ

イ

ン

ト

す

生

の

食

品

材

斜

は

早

く

調

理

し

、

毒
を
原
因
に
よ
り
大
別
す
る
と
、
次
の

1
、
あ
ぶ
な
い
も
の
は
食
べ
な
い
。
早
く
食
べ
て
し
ま
う
。

二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
人
凶
作
っ
て
か
ら
何
日
も
た
つ
た
生
菓
食
食
べ
残
し
た
も
の
は
「
も
っ
た
い

細

菌

性

食

中

毒

細

菌

が

繕

え

る

こ

子

や

野

菜

サ

ラ

ダ

。

な

い

け

ど

捨

て

る

L

乙
と
が
大
切
。

と
に
よ
っ
て
お
こ
る
食
中
毒
で
、
全
依
す
古
く
な
っ
た
折
結
弁
当
。

O

冷

却

の
8
1
9剖
聞
を
市
め
て
い
ま
す
。
会
鮮
度
の
悪
い
魚
介
類
の
生
食
o

A

M

魚
、
肉
類
、
牛
乳
、
加
工
品
は
細

化
学
性
食
中
毒
農
薬
ρ
水

銀

、

そ

す

古

く

な

っ

た

卵

。

菌

の

繁

殖

し

や

す

い

食

品

で

す

。

冷

の
他
の
化
学
物
質
に
よ
る
食
中
毒
や
、
人
M

一
素
人
判
料
理
の
フ
グ
や
名
前
の
わ
か
蔵
庫
又
は
冷
凍
室
に
保
存
す
る
。

ブ
グ
、
毒
キ
ノ
コ
な
ど
が
原
因
と
な
る
ら
な
い
き
の
こ
。

0

加

的

問

自
然
毒
に
よ
る
食
中
毒
で
す
。
こ
の
よ
う
な
も
の
は
、
い
さ
ぎ
よ
く
食
熱
を
加
え
る
と
細
菌
が
死
に
ま
す

食
中
毒
が
起
き
る
と
新
聞
、
テ
レ
ビ
捨
て
ま
し
ょ
う
。
健
康
と
ひ
き
か
え
に
の
で
、
感
染
型
の
食
中
毒
は
防
ぐ
こ

な

ど

の

報

道

機

関

が

こ

れ

を

取

り

上

は

で

き

ま

せ

ん

。

と

が

で

き

ま

す

が

、

毒

素

型

の

食

中

げ
、
私
た
ち
の
関
心
を
引
き
起
し
ま
す

2
、
予
防
の
原
則
を
守
ろ
う
。
毒
は
、
菌
は
死
ん
で
も
毒
素
自
体
は

が
、
私
た
ち
の
身
の
廻
り
で
は
こ
の
様

o
清

潔

こ

は

れ

な

い

。

と

畳

間

っ

て

も

野

菜

ゃ

に
表
面
化
し
な
い
食
中
毒
も
意
外
に
多
会
清
潔
な
庖
で
新
鮮
な
材
斜
念
。
く
だ
も
の
ま
で
全
部
煮
な
け
れ
ば
危

く
、
特
に
家
庭
な
ど
で
起
こ
す
も
の
は
合
調
理
の
前
の
手
洗
い
励
行
。
険
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

統
計
な
ど
に
も
表
わ
れ
な
い
傾
向
に
あ
合
食
器
、
ま
な
板
な
ど
は
熱
湯
や
日
た
だ
し
、
野
菜
ゃ
く
だ
も
の
は
、
よ

り
、
実
際
に
は
相
当
な
件
数
が
発
生
し
光
で
消
毒
し
、
使
用
後
は
乾
燥
さ
せ
く
洗
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
る
事
。

ま
た
最
近
、
学
校
や
会
社
な
ど
の
給
公
ふ
き
ん
は
、
よ
く
洗
っ
て
乾
か
し
お
わ
り
に
、
食
中
毒
と
赤
痢
な
ど
の

食
施
設
が
多
く
な
っ
た
り
、
加
工
、
保
た
も
の
を
何
枚
も
用
意
し
て
お
く
。
伝
染
病
と
区
別
の
つ
か
な
い
も
の
も
あ

存
食
品
の
矯
加
、
家
庭
で
の
冷
蔵
庫
使
尚
、
サ
ラ
シ
粉
に
浸
す
と
殺
菌
と
潔
り
ま
ず
か
ら
、
す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を

用
、
旅
行
外
食
の
機
会
の
増
加
等
、
私
白
の
効
果
が
あ
る
。
受
け
て
下
さ
い
。
だ
ん
だ
ん
蒸
し
暑
く

た
ち
の
食
生
活
も
菱
化
し
て
き
で
い
ま
会
指
に
傷
や
お
で
き
の
あ
る
人
は
指
な
っ
て
来
る
と
、
消
化
器
官
の
機
能
も

す
の
で
、
食
中
毒
の
危
険
性
は
少
し
も
サ
ッ
ク
を
つ
け
て
調
理
す
る
。
低
下
し
食
慾
が
減
退
し
、
と
か
く
疲
労

減
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
充
分
会
食
品
が
ネ
ズ
ミ
や
ハ
工
、
ゴ
キ
プ
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

注
意
を
し
、
食
中
毒
か
ら
身
を
守
る
よ
リ
に
汚
染
さ
れ
な
い
よ
う
に
。
食
生
活
に
は
細
心
の
注
意
を
払
う
よ

う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

o
迅

速

う

主

婦

の

み

な

さ

ん

は

心

が

け

て

下

さ

O

食
中
毒
は
な
ぜ
起
こ
る
す
標
示
し
て
あ
る
製
造
月
日
に
注
意
い
。

も
っ
と
も
頻
繁
に
起
こ
る
の
が
細
醸

性
の
食
中
毒
で
す
。
大
震
の
菌
と
か
、

そ
の
菌
が
出
す
毒
素
に
よ
り
中
毒
症
状

が
起
こ
る
の
で
あ
っ
て
、
少
量
の
菌
が

口
か
ら
消
化
器
内
に
入
っ
た
だ
け
で
は

症
状
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。
食
物
中
で
菌

が
増
え
る
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
が
食
中
毒

の
特
徴
で
、
腐
敗
、
邸
主
賓
を
し
て
な
く

て
も
食
中
毒
を
起
こ
す
だ
け
の
菌
量
に

な
っ
て
い
る
と
起
こ
し
ま
す
。

0

症

状

感
染
型
の
食
中
毒
は
発
熱
枢
吐
、
吐

き
気
、
腹
痛
、
下
痢
等
の
急
性
問
腸

炎
。
小
沼
で
は
発
熱
、
枢
吐
、
け
い
れ

ん
、
意
識
乙
ん
だ
く
、
大
量
の
下
痢
と

血
便
等
大
人
よ
り
も
症
状
の
現
わ
れ
方

が
強
く
出
ま
す
。

毒
素
型
の
食
中
毒
は
、
発
病
の
現
わ

れ
方
が
感
染
型
よ
り
平
均
三
時
間
位
い

短
か
い
の
が
特
徴
で
平
熱
で
終
始
し
、

こ
れ
に
区
吐
、
腹
痛
、
下
痢
、
神
経
マ

ヒ
が
出
て
く
る
死
亡
率
の
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無

@ 

食べものカ、ら起こる病気のうつり方⑧原因

く町民のみなさまへ〉
ハマグリ，ヒラカ、、イの資源保護に当 1)， 

漁業者については産卵期である 4月15日

から 7月14日までの期間は，規則(茨城

県海面漁業調整規則)により，貝まき漁

業を禁止し，資源保護を図っております

ので，以上の点をご理解のうえ，町民の

みなさまのご協力をお願い致します。

※注意グ

o保護者は子供から目をはなさないで下
きい。

0 海岸に事を乗り入れないで下さい。

0危険な海辺には近よらないで下さい。

を?j麗鎮護にごヒう芳、~(/)@ ハマワリ選雪

曜畢季U尼検1言会

毎月第 1， 3木曜日 (4月~

3月) 生後 1'年以内の乳児

⑬ 3才児検診

年 4回 (7月， 11月，

3月) i前3才児

婦一

〔採捕するなら守ろう三原則〕

0穀長3センチメートル以下の稚員や肩巾20セン

チメートル以上の道具を使用して採捕しない。

0保護水面(大洗町成田地先)での採捕はしなし、。

0一人当りの採捕量は5キログラム以内です。
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